




脳深部刺激療法で長期効果を得るには、術後の刺激の調節が重要である。

具体的には、60 ～ 120μsec の刺激幅で、100Hz ～ 170Hz の刺激を用いる。

一般に長期経過するほど、電圧は上げる必要がある。

通常は 130Hz 前後の刺激が用いられるが、歩行障害では 100Hz、振戦では

160Hz ～ 170Hz の刺激で良好な結果が得られることがある
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